
事業者の対応（宇宙科学研究所相模原団地建設事業）

環境影響評価審査書に対する事業者の主な対応

０１０ 　宇宙科学研究所相模原団地建設事業

項　　　目 審　査　書　の　指　摘　事　項 事　業　者　の　対　応
騒音・低周波空
気振動 

　事業予定地の南側の敷地境界近くに設置
される風洞実験棟では、高圧の空気を利用
した超音速風洞による実験が予定されてい
る。 
　この超音速風洞実験装置を構成している
高出力の空気圧縮機、大型球形貯気層、超
音速風洞は、いずれも高騒音を発し、しか
も低周波空気振動を発生する可能性も考え
られる。 
　しかし、計画では騒音の予測の内容及び
防音対策が必ずしも明らかではなく、また
低周波空気振動の予測評価がなされていな
いので、周波数分析を含めた詳細な調査を
行い、この結果をもとに防音効果のある建
物構造、消音塔の規模構造、施設の位置を
検討し、その内容を明らかにすること。 

　評価書案においては「超音速風洞」の騒音レベル設計
値のもとになる調査及び予測内容の詳細の記述がなかっ
たので、類似施設の調査、気流速の違いによる数値補
正、新施設における騒音レベル設計値の設定などの調査
及び予測内容の説明を加え、騒音の予測内容を明らかに
した。 
　風洞実験等の建物構造、消音塔の規模構造について
は、評価書案において具体的な内容を示していなかった
ので、その内容を明らかにするとともに、低周波空気振
動の防止に対する配慮を行った。 
　・　風洞実験室の外壁天井等は鉄筋コンクリート造
200mmの壁厚とし、更に吸音材を内装する。 
　・　出入り口の扉は二重の防音気密扉とし出入り口以
外には開口部を設けない。 
　・　外部に設けられる送風管は厚15ｃｍのコンクリー
トで四方囲い遮音をするとともに、送気管を支持するア
ンカーには防振装置を挿入し、送気時配管が振動するこ
とによって発生する騒音と低周波空気振動を防止する。 

植物・景観 　キャンプ淵野辺跡地の全体的な利用計画
及び環境上の配慮、更に周辺市街地との関
係も考慮しながら土地利用計画、植栽計
画、景観対策を検討すること。 
　新たに植栽することにより緑化を図る場
合には、既存の樹木、住宅地等からの景観
などに配慮しながら、郷土樹種を中心にし
て樹種、植栽の位置や方法を検討するこ
と。 

　自然度の比較的高いクヌギ等の保全に努めるため、福
利宿泊棟、駐車場の位置、道路線形を変更した。 
　外周緑地を市街地における環境保全林として位置づ
け、原計画より面積を１，８３０平方メートル増加し
た。 
　植栽方法については、潜在自然植生であるシラカシを
主体とし、これにこの地域に多くみられる高中木の広葉
樹を多種配植し、多層林を形成させる。 

安全 　風洞実験棟に付属する球形貯気槽は、１
０ｋｇ／平方センチメートルに近い圧縮空
気を必要とし、また圧力変動の大きな使用
条件が予定されているため、空気圧縮機及
び関連施設では潤滑油を原因とする爆発の
問題、また球形貯気槽では疲労破壊の問題
が懸念される。 
　このため、空気圧縮機の構造、圧縮系の
フローを明らかにするとともに、安全性の
高いオイルシール止めの方法や球形貯気槽
の構造などを検討し、更に施設の使用に当
たっては、安全の確保のための維持管理を
十分行う必要がある。 

　空気圧縮機は回転式スクリュー形という非接触型無潤
滑方式圧縮機を使用するため圧縮系に油の混入すること
がなく、潤滑油を原因とする爆発は考えられない。 
　球型貯気槽については、疲労破壊に対する安全性を考
慮し、球殻素材に高張力鋼を使用する。 
　施設の維持管理については、圧縮系は高圧ガス取締法
に基づき年１回以上の保安検査を受け、また、貯気槽系
は高圧ガス取締法に該当しないが、年１回以上同法に準
じた定期検査を実施する。 
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